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豊岡市大交流ビジョン

成長市場であるインバウンドの宿泊誘客を重点的に取り組む
（宿泊客数の増加、延泊の促進、消費額単価の拡大）
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国内旅行では、縮小する関西圏市場への依存から脱却し、新規市場を開
拓する

観光需要の平準化を図り、年間を通じた安定的な雇用を創出する

地消地産を進め、地域内調達率を高めることにより、市内の経済循環を促
進する

専門職大学との連携により人材の育成を図るとともに、待遇改善や働き方
改革により人材を確保する

豊岡にしかない価値や豊岡でしか経験できないローカルを磨く1

取り組み方針
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中目標（KPI）の設定

基本的な考え方
国内延べ宿泊者数は現状を維持しつつ、訪日外国人延べ宿泊者数の増加と消費額単価の
向上により、観光消費額の増大を目指す。
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2,296千人

7,724円

1,115千人泊

24,721円

31千人
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52千人泊

21,578円

2017年度

過去5年の実績からの6％増と地域別/性・年
齢別の人口予測から18％減のトレンド予想を
踏まえ現状維持を選択

京都市、高山市との比較から、買物や飲食の
消費額単価増加を目指す

国の訪日外客数の目標値（2.09倍）を見据え
つつ、過去5年と10年の実績からの予測の中
間値3.1倍を選択

京都市、高山市との比較から、買物や飲食の
消費額単価増加を目指す 2



ＮＰＳ
ネットプロモータスコア

大目標（KGI）

出典：京都市「京都観光総合調査（2017年）」より作成。高山市「 観光統計（2017年）」「観光の経済波及効果推計実施報
告書（2017年）」観光庁「観光客満足度調査 地域別集計結果（2010年）」より作成。

※１：京都市及び高山市のNPSの計算には、7段階の紹介意向アンケートを基に、「７（最高値）＝推奨者、１~５＝批判
者」として算出。

※２：経済産業省「観光経済波及効果簡易推計システム」にて推計。なお、他地域との比較において、豊岡市は「宿泊
サービス」「飲食サービス」「文化サービス／スポーツ・娯楽サービス」「小売」の４項目にて波及効果を推計して
いるため「旅客輸送サービス」等の波及効果が含まれていない点に留意。

※１※１
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2030年度2017年度

ＮＰＳ
ネットプロモータスコア

経済波及効果（乗数）

国内：18.8ポイント
海外：63.5ポイント

784億円

（1.68倍）

国内：20.0ポイント
海外：63.5ポイント

931億円

（1.80倍）

（参考）他の観光地との比較

3



将来の具体的都市像の設定

城崎温泉を中心とした国際観光リゾート（案）

世界が憧れる豊岡のローカルを体感し長く滞在できる場所
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将来の具体的都市像の設定

＜将来の都市像に関する委員のこれまでの発言＞

• 世界的なリゾートにはスポーツやアートなどのアクティビティ
が必要

• 豊岡市の価値である景観や文化の保全、磨き上げが必要

• 城崎温泉と周辺の観光地との連携が必要

• 観光による市民の生活の質を高める環境作りが必要

• 持続性を確保する仕組みが必要
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将来の都市像の実現に向けて

• 世界的なリゾートにはスポーツやアートなどのアクティビティ
が必要

→ ナイトアミューズメントの開発

→ 豊岡の特性や自然を活かしたアクティビティの充実

→ 世界的な演劇祭の開催

→ 世界中から観光を学びに来る専門職大学と連携した取り組み

→

→
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将来の都市像の実現に向けて

• 豊岡市の価値である景観や文化の保全、磨き上げが必要

→ 木造三階建てを中心とした街並みの保全、空間デザイン

→ そぞろ歩きを満喫するための適切な歩車分離

→ TOUJI（湯治）の再規定

→

→
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将来の都市像の実現に向けて

• 城崎温泉と周辺の観光地との連携が必要

→ 二次交通の整備

→ 新たな交通モード導入

→ 城崎温泉を含めたリゾートしての一体的なプロモーション

→ 自然景観の保全とデザイン

→

→
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将来の都市像の実現に向けて

• 観光による市民の生活の質を高める環境作りが必要

→ 市民自身が観光を楽しむ仕組みづくり

→ 専門職大学と連携した専門人材の育成

→ 保育、福祉環境の充実

→ 観光による経済効果の正しい理解

→

→
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将来の都市像の実現に向けて

• 持続性を確保する仕組みが必要

→ 専門性を持った組織（DMO）の造成とブランディング

→ ＤＭＯと既存組織、民間事業者とのパートナーシップ

→ 

→ 
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豊岡観光協会

城崎温泉観光協会

たけの観光協会

日高神鍋観光協会

但馬國出石観光協会

但東シルクロード観光協会

豊岡観光協会

城崎温泉観光協会

たけの観光協会

日高神鍋観光協会

但馬國出石観光協会

但東ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ観光協会

豊岡観光イノベーション

推進体制及び活動領域イメージ（現状）
インバウンド

国内

WEBリアル
豊岡観光

イノベーション
（TTI）

豊岡市
大交流課

Tourist Information

SOZORO

• 観光案内
• ツアーデスク
• 手ぶら観光

• Visit Kinosaki開設
• ウェブマーケティング
• アクセス分析
• SNS運用

• 海外営業
• インバウンドセミナー
• ローカルガイド育成
• 来訪者調査

• 観光案内
• 集客イベント

• サイト開設

11



豊岡市
大交流課

政策企画立案

推進体制及び活動領域イメージ（将来）

•TTIを中心に市民や幅広い産業、関係団体と相互に連携しながら広義の観光に取組む。

•TTIと各観光協会の機能分担や将来的な組織のあり方についても検討する必要がある。

インバウンド

国内

WEBリアル

商工
事業者

交通
事業者

市民専門職
大学

農林水産
事業者

宿泊
事業者

たけの
観光協会

但東
ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ
観光協会

豊岡
観光協会

SOZORO

但馬國
出石観
光協会

城崎温泉
観光協会

日高神鍋
観光協会

豊岡観光
イノベーション
Marketing & 
Management

12



観光協会等の組織体制

豊岡ツーリズム

協議会

豊岡ツーリズム

協議会

豊岡観光協会豊岡観光協会
城崎温泉

観光協会

城崎温泉

観光協会
たけの観光協会たけの観光協会

日高神鍋

観光協会

日高神鍋

観光協会

但馬國出石

観光協会

但馬國出石

観光協会
但東シルクロード

観光協会
但東シルクロード

観光協会

豊岡市

大交流課

豊岡市

大交流課
豊岡観光

イノベーション

理事長 豊岡市長
副理事長 豊岡市副市長

会長 西村肇氏
副会長 岩井美晴氏
豊岡市全域の観光協会が連携を図り、
観光事業の振興に寄与

観光まちづくりの観点から、地域の関係者の力を結集
し、顧客視点に立ち、地域の魅力を再編集して、地域の
稼ぐ力を引き出し、地域経済の活性化に寄与

＜課題＞

・各観光協会と豊岡観光イノベーションの役割や機能分担が不明確

・各観光協会と豊岡観光イノベーションの関係性が希薄
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一般社団法人ＴＴＩの組織体制

観光まちづくりの観点から、地域の関係者の力を結集
し、顧客視点に立ち、地域の魅力を再編集して、地域の
稼ぐ力を引き出し、地域経済の活性化に寄与

理事長
豊岡市長

副理事長
豊岡市副市長

WILLER
代表取締役

全但バス
代表取締役

但馬銀行
専務取締役

但馬信用金庫
常勤理事

DMO推進機構
代表理事

豊岡市
環境経済部

参事

豊岡市 WILLER 全但バス 但馬銀行 但馬信用金庫

理事会

（出資社員）
総会

たけの
観光協会

日高神鍋
観光協会

但馬國出石
観光協会

但東ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ
観光協会

民間事業者京丹後市 Hi5

正会員 賛助会員

事業本部

＜課題＞

・執行機関とチェック機関が重複

・各観光協会は運営に関わっていない 14



【京都府】一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社
（海の京都DMO）
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【大阪府】公益財団法人 大阪観光局
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